
●徳川義親公像

●農民美術研究会（熊彫講習会）

●北海道木彫り熊第 1 号
写真内右はモデルになったスイス
の木彫り熊（八雲産業㈱所有）。

●木彫り熊北海道の発祥地
北海道第 1号の木彫り熊は大正13 年に伊藤政雄氏が制作。昭和 3年
には伊藤氏らを中心に八雲農民美術研究会が結成され、徳川農場で講
習会や共同制作を行い制作技術を高めて、全道へと広がった。八雲発
祥の木彫り熊を顕彰する記念碑は、公民館敷地内の徳川義親公の胸像
に隣接して建立されている。木彫り熊や関連資料は、八雲木彫り熊資
料館に展示され、公民館では木彫り熊講座も行われている。

●山越内関門（関所）跡
会所・勤番所・関門などがあり、会所業務を行
うとともに蝦夷地への通行人の往来切手改めを
兼務した。この近くのJR山越駅は関所をイメー
ジした外観で、国道 5号沿いの休憩スポット。

太
平
洋
側
の
八
雲
地
域
の
歴
史
を
遡
る

と
、
松
前
藩
か
ら
交
易
権
を
与
え
ら
れ
た

知
行
主
と
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
交
易
を
行

う
場
と
し
て
、
16
世
紀
末
に
は
ユ
ウ
ラ
ッ

プ
場
所
と
ノ
ダ
オ
イ
場
所
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
人
が
定
住
を
始

め
る
の
は
、
１
７
６
４
（
宝
暦
14
）
年
頃

か
ら
津
軽
と
南
部
地
方
か
ら
落
部
に
移
り

住
ん
だ
漁
業
経
営
者
が
最
初
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

18
世
紀
後
半
、
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に

対
応
し
て
東
蝦
夷
地
を
直
轄
地
と
し
た

幕
府
は
、和
人
地
と
蝦
夷
地
の
境
界
に
設

置
し
て
い
た
関
門
を
、１
８
０
１
（
寛
政

元
）年
に
亀
田
か
ら
山
越
内
に
移
し
、山

越
内
関
門
を
設
置
し
ま
し
た
。蝦
夷
地
と

和
人
地
の
境
界
は
、日
本
海
側
は
熊
石
に
、

太
平
洋
側
は
山
越
に
あ
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
開
拓
が
始
ま
る
の
は
明
治
11

年
、
旧
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
公
は
明
治
維

新
で
禄
を
失
っ
た
旧
臣
授
産
の
た
め
、
北

海
道
開
拓
に
着
目
し
て
遊
楽
部
の
土
地
の

払
い
下
げ
を
願
い
出
て
、
旧
藩
士
と
そ
の

家
族
82
名
を
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
の
ち
に

徳
川
農
場
と
呼
ば
れ
る
徳
川
家
開
墾
試
験

場
が
こ
こ
に
誕
生
し
ま
す
。
慶
勝
公
は
理

想
郷
の
建
設
を
願
っ
て
、
こ
の
地
を
八
雲

と
名
付
け
ま
し
た
。
明
治
14
年
に
は
遊
楽

部
と
黒
岩
を
八
雲
村
と
し
、
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
徳
川
農
場
で
は
西
洋
農

法
を
積
極
的
に
導
入
し
て
耕
作
し
、
牛
馬

飼
育
を
行
っ
た
ほ
か
植
林
事
業
や
サ
ケ
の

増
養
殖
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

大
正
12
年
に
な
る
と
、
尾
張
徳
川
家
19

代
当
主
の
徳
川
義
親
公
は
、
ス
イ
ス
か
ら

八
雲
開
拓
の
礎
を
築
い
た

尾
張
徳
川
家
と
旧
尾
張
藩
士
族

の
移
民

八
雲
村
は
明
治
35
年
に
は

北
海
道
二
級
町
村
制
施
行
に

よ
り
山
越
内
村
と
併
合
、
大

正
８
年
に
は
待
望
の
町
制
施

行
と
な
り
、
八
雲
町
が
誕
生

し
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
32

年
に
落
部
村
と
合
併
、
平
成

17
年
に
は
熊
石
町
と
合
併
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

持
ち
帰
っ
た
民
芸
品
の
木
彫
り
熊
を
見
本

に
し
て
、
農
民
の
冬
期
間
の
副
業
と
し
て

木
彫
り
熊
づ
く
り
を
推
奨
し
ま
し
た
。
北

海
道
土
産
と
し
て
知
ら
れ
る
木
彫
り
熊
は

八
雲
が
発
祥
の
地
で
す
。
徳
川
農
場
は
第

二
次
大
戦
後
の
農
地
解
放
に
よ
っ
て
閉
場

し
ま
す
が
、
創
設
以
来
70
年
間
に
わ
た
り

八
雲
の
産
業
や
教
育
、
文
化
に
及
ぼ
し
た

影
響
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●畜産・酪農関係資料

●山越内会所兼関門（関所）絵図

●旧尾張藩士資料 ●｢木彫り熊北海道発祥の地」記念碑

●家形石製品
平成 10 年に噴火湾沿いの栄浜 1
遺跡から出土した縄文時代中期の
石製品。縄文時代の家の形を模し
た石加工品としては国内唯一の出
土品。

●八雲開拓の祖・徳川慶勝公と開拓移住者上陸の地碑

●北海道最古のレンガサイロ
北海道における近代酪農発祥
の地の一つである八雲町内に
残る北海道最古の塔型レン
ガサイロ。軒高 9.5 ｍ、大正
10 年の建設。緑の牧場風景
の中によく映える赤レンガを
積み上げて建造された堅牢な
サイロは、今は倉庫として使
われている。

１
９
１
９
（
大
正
8
）
年

八
雲
町
制
施
行

１
９
２
０
（
大
正
9
）
年

八
雲
電
気
（
株
）
砂
蘭
部
川
に
発
電
所
開
設

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年

八
熊
道
路
（
現
在
の
国
道
２
７
７
号
）
完
成

北
海
道
煉
乳
（
株
）
牛
乳
受
け
入
れ
開
始

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

第
１
回
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
開
催

１
９
３
０
（
昭
和
5
）
年

相
沼
内
発
電
所
完
成

木
彫
り
熊
、日
本
土
産
品
と
し
て
帝
国
工
芸
会
長
推
奨

１
９
３
３
（
昭
和
8
）
年

八
雲
│
熊
石
間
の
バ
ス
運
行

熊
石
船
入
澗
完
成

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

北
海
道
鮭
鱒
ふ
化
場
渡
島
支
場
設
置

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年　

酪
農
振
起
20
周
年
記
念
乳
牛
感
謝
の
碑
建
立

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年　

八
雲
陸
軍
飛
行
場
完
成

１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年　

相
沼
大
火
（
１
４
６
戸
全
焼
）

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

国
保
組
合
直
営
診
療
所
開
院
。
八
雲
漁
港
起
工
式

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

農
林
省
か
ら
集
約
酪
農
地
域
指
定

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年

八
雲
町
と
落
部
村
合
併

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年

三
漁
協
合
併
、
熊
石
漁
業
協
同
組
合
と
な
る

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年

人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
（
1
万
49
人
）

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

熊
石
町
制
施
行

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年

乳
牛
育
成
牧
場
造
成
工
事
は
じ
ま
る

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

鮎
川
洞
窟
遺
跡
発
掘
調
査
、メ
ノ
ウ
入
り
土
偶
発
見

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年

八
雲
町
、
総
合
経
営
部
門
で
自
治
大
臣
賞
受
賞

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年

広
域
農
道
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
起
工

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年　

運
輸
省
指
定
青
少
年
旅
行
村
完
成

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年　

町
営
鉛
川
温
泉
（
現
八
雲
温
泉
）
落
成

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年

八
雲
町
百
年
記
念
式
典
。
八
雲
町
郷
土
資
料
館
開
館

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年　

八
熊
線
全
線
舗
装
化

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年　

ア
ワ
ビ
中
間
育
成
始
ま
る

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年　

道
立
水
産
ふ
化
場
熊
石
支
場
完
成

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年　

熊
石
歴
史
記
念
館
開
館

１
９
９
１
（
平
成
3
）
年

国
道
5
号
八
雲
バ
イ
パ
ス
4
車
線
化

１
９
９
５
（
平
成
7
）
年　

第
１
回
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年　

八
雲
山
車
行
列
、
国
土
庁
長
官
賞
受
賞

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年　

海
洋
深
層
水
供
給
施
設
、
総
合
交
流
施
設
開
設

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

山
越
郡
八
雲
町
と
爾
志
郡
熊
石
町
が
新
設
合
併

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年　

道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
開
園

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
八
雲
I
C
完
成

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年　

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
落
部
I
C
完
成

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
を
施
行

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

八
雲
町
消
防
本
部
新
庁
舎
完
成

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

八
雲
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
策
定

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年

八
雲
小
学
校
新
校
舎
完
成

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
１
月

情
報
交
流
物
産
館
丘
の
駅
オ
ー
プ
ン

●八雲町郷土資料館
国の重要文化財に指定された縄文時代の骨角器のほか、尾張徳川家による遊楽部開拓、江戸時代から
採掘されてきた遊楽部鉱山の盛衰、明治末から大正初期に「八雲片栗粉」のブランドで国内相場を動
かすほど隆盛を極めた馬鈴薯デンプン製造、木彫り熊の北海道発祥の地としての歴史、八雲が発祥の
バター飴製造機械など、八雲地域の旧石器時代から現代に至るまでの歴史資料が展示されている。

●八雲片栗粉の等級荷札（花・雪・月）
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